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支　給

対象者

  基準日（平成27年１月1日）において市内に住民登録されている人

 平成27年度分の市県民税（均等割）が課税されていない人

 ただし、下記❶または❷に該当する人は対象外です。　

　❶市県民税（均等割）が課税されている人の扶養（事業専従者含む）である場合。　

　❷生活保護制度の被保護者である場合など。　

 ※対象と思える人には今月下旬に申請書を送付いたします

支給額  １人につき 6,000円

◆申請受付
　下記の地区割りで申請受付を実施しますので、できるだけこの期間での申請をお願いします。

　※上記以外でも、翌年 ３ 月 １ 日 （火） 『但し、土・日・祝日は除く』まで申請は受け付けておりますので、
　　対象者は期間内に申請手続きをお願いします。 
　　受付場所 ： 市役所福祉課及び沼島出張所　/　受付時間： 午前９時～午後５時

必要添付

書類等

・申請者の身元確認書類またはその写し（運転免許証、健康保険証等）

・給付金振込口座（申請者名義）の確認書類またはその写し（通帳、キャッシュカード等）

・印鑑

・支給対象者が市外の人の被扶養者の場合は扶養者の非課税証明書等の写し　など

※上記の書類は添付不要となる場合もありますが、確認の為ご持参下さい。

郵送の場合
の提出先  〒656-0492　南あわじ市市善光寺22番地1　南あわじ市役所福祉部福祉課生活福祉係

 (注）・支給審査により、また税の修正申告等の理由により、支給要件を満たさない場合は、給付金が支払われない場合や、

　  　支給後であっても返還していただく場合もございますのでご注意ください。	

　　 ・前年中の所得が未申告の場合は、申告書等所得確認書類を提出後に、給付金の支給対象を判断させていただきます。	

臨時福祉給付金のご案内

 平日に申請する人へ	

　 　窓口が大変混み合うことが予測されます。申請手続きに時間を要する場合もございますが、
　 皆様のご理解とご協力をお願いします。

 申請に係るお問合せ	

　　 福祉部福祉課生活福祉係　電話43-5216　/　専用ダイヤル　43-5248	
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日程 対象地域 受付場所・時間

９月　５日（土） 　広田・倭文(緑地区)・湊地区  受付場所
   市役所福祉課

 受付時間

　午前９時～午後５時

９月　６日（日） 　松帆・津井・阿那賀・伊加利・志知（西淡地区）地区

９月12日（土） 　榎列・八木・倭文（三原地区）・志知（三原地区）地区

９月13日（日） 　市・神代・北阿万地区
９月19日（土） 　賀集・阿万・灘地区
９月20日（日） 　福良・潮美台地区
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▲（左）CTスキャンのパネル展示、（右）公開された松帆銅鐸を鑑賞する女性

▲新たな発表があった入れ子状態の銅鐸

▲賀集第１分団第１部　【小型ポンプの部優勝】
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南あわじ市は市制 10 周年


